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4月号
町の人口

世帯数 6，720 

、|人 ;21;;
女 10，852

3月 1日現在

消防出初め式
平成 2年川内町、重信町消防出初め式が 3月 4日、

川内町・川内中学校グランドで消防団員など約900人

が参加して行われました。

両町消防団員のきびきぴとした分列行進やポンプ操

法、少年消防クラブ員による消火訓練、東温消防署員

による救助訓練が披露されました。



(2) 
ぷ、

行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
引
き
続

き
行
っ
て
き
ま
し
た

O
A
機
器
の
導

入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
庁
舎
に
パ
ソ

コ
ン
を
導
入
し
工
事
関
係
の
設
計
業

務
の
省
力
化
を
図
る
と
と
も
に
中
学

校
に
も
パ
ソ
コ
ン
を
増
設
し
、
成
績

処
理
や
学
校
保
健
関
係
の
デ
ー
タ
処

理
を
進
め
る
計
画
で
す
。

ま
た
、
フ
ル
稼
働
の
状
態
と
な
っ

て
い
ま
し
た
電
算
は
、
昨
年
度
本
体

お
よ
び
周
辺
装
置
の
取
り
替
え
に
よ

「
う
る
お
い
と
活
力
の
あ
る
町
づ
く
り
」

(J) 

平
成
二
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た

り
ま
し
て
は
財
源
の
重
点
的
か
つ
効

率
的
な
配
分
を
行
い
、
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
に
即
応
で
き
る
体
勢
づ
く

り
を
図
り
な
が
ら
諸
施
策
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
明
る
い
長
寿
社
会
を

め
ざ
し
て
「
う
る
お
い
と
活
力
の
あ

る
町
づ
く
り
L

に
蓮
進
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

t-Y し幸良広

総
務
関
係

長

旭

阿I

束村

り
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
、
開
発
を
進

め
て
い
ま
し
た
財
務
会
計
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ス
テ
ム
も
本
年
度
完
成
の
予
定

で
、
予
算
決
算
事
務
等
の
大
幅
な
省

力
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
従
来
子
作
業
で
行
っ
て

い
ま
し
た
印
鑑
証
明
事
務
に
つ
い
て

も
電
算
化
し
、
窓
口
事
務
の
ス
ピ
ー

ド
化
に
よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

が
図
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
町
の
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
国
の
ふ
る
さ
と
創
生

施
策
に
基
づ
き
、
九
百
余
名
の
中
学

生
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
を
基
に
し
て
町

内
各
層
の
代
表
の
方
々
に
よ
る
「
ふ

る
さ
と
創
生
審
議
会
」
で
協
議
を
進

め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
老
人

か
ら
子
ど
も
に
至
る
ま
で
家
族
全
員

で
楽
し
め
る
「
運
動
公
園
的
な
も
の
」

と
い
う
こ
と
で
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
平
成
元
年
度
分
の
八
千
万
円
は
、

ふ
る
さ
と
創
生
基
金
に
積
み
立
て
、

後
年
度
の
事
業
費
の
財
源
と
し
、
本

年
度
は
そ
の
基
本
調
査
費
を
予
算
化

し
、
具
体
化
を
進
め
て
行
く
予
定
で

す。
な
お
、
本
年
は
国
の
最
も
重
要
か

っ
基
本
的
な
統
計
調
査
で
あ
る
国
勢

調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ

の
経
費
も
予
算
化
し
て
い
ま
す
。

民
生
関
係

国
県
の
施
策
に
合
わ
せ
社
会
福
祉

の
充
実
強
化
と
年
金
、
各
種
医
療
施

策
の
充
実
を
進
め
る
と
と
も
に
、
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
各

種
の
活
動
を
進
め
る
ほ
か
老
人
家
庭

奉
仕
員
を
さ
ら
に
一
名
増
員
し
て
四

名
と
し
、
老
人
福
祉
の
充
実
強
化
に

努
め
る
ほ
か
、
来
る
べ
き
高
齢
化
社

会
に
備
え
る
た
め
本
町
独
自
で
篤
志

家
の
事
業
家
と
提
携
し
て
老
人
福
祉

施
設
の
検
討
を
進
め
て
行
く
計
画
で

す。
地
方
改
善
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
区
の
要
望
に
応
え
、
実
施
見
込
み

の
も
の
を
農
林
事
業
と
と
も
に
予
算

化
し
て
い
ま
す
。

児
童
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保

育
所
は
入
所
希
望
者
の
要
望
に
充
分

応
え
ら
れ
る
状
況
に
あ
り
、
よ
り
一

層
施
設
設
備
の
充
実
と
効
率
化
を
進

め
で
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
電
算

を
利
用
し
た
栄
養
計
算
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
計
画
で
、
こ
れ
に
よ
り
従

来
各
保
育
所
ご
と
に
行
っ
て
い
ま
し

た
物
資
購
入
や
栄
養
計
算
の
事
務
を

統
合
し
効
率
化
し
ま
す
。

保
健
衛
生

本
町
の
住
民
の
健
康
管
理
や
環
境

衛
生
意
識
は
非
常
に
高
く
、
各
種
予

防
医
療
対
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る

計
画
で
す
。
ま
た
、
年
々
増
加
傾
向

に
あ
る
粗
大
ゴ
ミ
等
に
つ
き
ま
し
で

も
さ
ら
に
台
数
を
増
や
し
対
処
す
る

よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

産
業
の
振
興

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
は
最

近
の
農
産
物
自
由
化
や
水
田
利
用
再

編
対
策
等
に
よ
る
厳
し
い
状
況
を
踏

ま
え
、
整
備
計
画
に
基
づ
き
中
核
農

家
の
育
成
と
都
市
近
郊
の
利
点
を
生

か
し
た
生
産
性
の
高
い
農
業
の
展
開

を
図
る
と
と
も
に
、
近
代
化
の
基
盤

と
な
る
農
道
水
路
等
の
土
地
改
良
事

業
を
積
極
的
に
推
進
す
る
計
画
で
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
県
立
の
花
き
総

合
指
導
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
本
町
に

お
い
て
進
め
ら
れ
る
予
定
で
す
が
、

同
施
設
が
本
町
の
花
き
栽
培
の
振
興

に
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す。
次
に
近
代
農
業
推
進
の
た
め
、
農

業
協
同
組
合
に
お
い
て
カ
ン
ト
リ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
建
設
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
具
体
化
の
時
点
で

応
分
の
補
助
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。さ

ら
に
、
地
区
の
強
い
要
望
に
よ

り
一
昨
年
着
工
し
ま
し
た
ほ
場
整
備

事
業
は
、
引
き
続
い
て
湧
水
ほ
か
三

地
区
の
造
成
お
よ
び
換
地
業
務
の
実

施
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
道
前
道
後
国
営
二
期
事
業

は
昨
年
に
続
い
て
一
期
工
事
分
の
水

路
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
土
調
査

昨
年
度
、
現
地
測
量
が
完
了
し
た

南
野
田
お
よ
び
北
野
田
地
区
二

・
二

八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
登
記
と
牛

測
地
区
一
・
九
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

工
業
団
地

各
方
面
か
ら
強
い
要
望
の
出
て
い

ま
し
た
工
業
団
地
の
造
成
に
つ
き
ま

し
て
は
、
国
県
の
関
係
機
関
と
協
議

し
な
が
ら
事
業
を
推
進
す
る
計
画
で

す。

一一ゴミは決められた日、場所へ出しましょう一一ーー
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平成2年度
狂犬病予防注射及び畜犬登録日程表

狂
犬
病
予
防
注
射
と
畜
犬
登
録

平
成
二
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射

と
畜
犬
登
録
を
別
表
の
日
程
で
実
施

し
ま
す
。

飼
い
犬
は
毎
年
予
防
注
射
と
登
録

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

料

金
注

射

料

二

、

五

O
O
円

登
録
料

二
、

一
O
O
円

合

計

四

、

六

O
O
円

病
院
注
射
の
場
合

注

射

料

二

一、

0
0
0
円

訪
問
注
射
の
場
合

注
射
料
三
一
、
五

O
O
円

病
院
注
射
、
訪
問
注
射
の
場
合
の

登
録
は
役
場
厚
生
課
で
行
っ
て
下
さ

Bν 

の~-y し幸良広(3) 

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

O
犬
は
必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ

ぅ
。
つ
な
い
で
な
い
犬
は
野
犬
と

し
て
処
理
し
ま
す
。

O
不
用
犬
は
、
毎
週
月
曜
日
の
午
前

十
時
ま
で
買
い
上
げ
て
い
ま
す
の

で
印
鑑
を
持
っ
て
役
場
ま
で
連
れ

て
来
て
下
さ
い
。

婦人の疾病予防講座
女性の一生は、小児期・思春期・成熟期 ・更年期・老

年期の 5つの時期に分けられます。

これらの時期は、ホルモンの変化によって体調がすぐ

れなかったり精神的にも不安定な状態におちいったりと、

心身面でいろいろな症状がでてくることがあります。

健やかに一生を過ごすためには、女性の心と体につい

て正しく知り、病気の予防に務めることが大切です。

下記のとおり「婦人の疾病予防講座」を 4回コースで

開催します。

皆さんおさそいあわせの上、 おこし下さい。

対象婦人

料金無料

場 所 町民会館

申し込み方法 4月11日まで、に厚生課の保健婦へご連

絡下さい。 宮64-2001

月・日 場 所 時 間

4月9日 山之内公民館 9:50-10:00 

(月曜日) 同えん堤 10: 05-10 : 15 

荒木谷ノfス停 10: 20-10 : 30 

井口公民館 10: 35-10 : 50 

樋口公民館 11 : 00-11 : 55 

横河原二本松 13: 00-13 : 30 

療養所前 13 : 40-14 : 20 

4月10日 横河原公民館 9:30-10:00 

(火曜日) 志津川 " 10: 10-11 : 10 

八反地 " 11 : 20-12 : 00 

西 岡 " 13 : 00-13 : 30 

i也之下公民館 13: 40-13 : 50 

見奈良公民館 14: 00-14 : 40 

4月11日 役場駐車場 9 : 00-9: 40 

(水曜日) 田窪団地公民館 9:50-10:50 

田窪 " 11 : 00-12 : 00 

堀 池 " 13: 00-13 : 30 

牛沸l " 13: 40-14 : 30 

日野歯科前(J日第2保育所) 14: 40-15 : 00 

4月12日 播磨台公民館横 9: 30-9 : 50 

(木曜日) 新村公民館 10: 00-10 : 40 

北野田 " 10: 50-11 : 10 

南野田 " 11 : 20-11 : 50 

上 村 " 13: 00-13 : 20 

石丸敏雄宅則 13: 30-14 : 00 

下林西の谷公民館 14: 10-14 : 30 

仙幸寺集会所 14: 40-15: 00 

4月13日 上林湧水公民館 9 : 40-9 : 50 

(金曜日) 中筋集荷所 10: 00-10 : 20 

谷パス停 10: 30-10 : 40 

公民館 10: 50-11 : 10 

花山菅野宅別 11 : 20-11 : 30 

二ノ瀬西の宮 11 : 40-11 : 50 

下 林八幡公民館 13 : 00-13 : 20 

助兼集会所 13 : 30-14 : 00 

旧拝志森林組合横 14: 10-14 : 20 

別府倉庫削 14: 30-14 : 50 
講師

国立病院四国
がんセンター
産婦人科医師
松元隆

内

講演

「子宮がんと子宮

筋腫について」

にモ，
/、
H 座講受付時間日月

14:00-

15:30 

第

2
回

国立病院四国
がんセンター
外科医長
高嶋成光ー」

て
の
い

と
診
つ

ん
検
に

が
己
法

演
乳
白
方

講
「14:00-

13:30-

14:00 

13:30-

4月18日

~j() 

5月11日

第

I
回

15:30 14:00 t針

松山中央保健

所長

高橋 ~J... 

講演
「更年期障害と
骨粗しょう症に
ついて」

14:00-

15:30 

松山中央保健

所長

高橋

講演

「コレステロ -Jレ

と貧血について」

第

4
回 弘

一一←シートベルトは正しく着用しましょう一一一

13 :30-

14:00 

14:00-

15:30 

6月13日

体)

13 :30-

14:00 

第

3
回

7月5日

(木)

母子家庭等電話相談
母子家庭・寡婦等の悩み事相談に応じます。一

人で悩まず、お気軽に電話相談をご利用ください。

受付日時毎週日曜日と祝日の

午前10時~午後 6時の間
(年末年始は休み)

n0899-31-3196 
干790松山市中一万町 7番 3号

愛媛県母子福祉センター内

側)愛媛県母子寡婦福祉連合会

相談電話
実施機関



新
入
生
を
お
持
ち
の
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

今
年
の
重
信
町
内
小
学
校
へ
の
新

入
学
児
(
昭
和
五
十
八
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
五
十
九
年
四
月

一
日
生
ま

れ
)
は
、
三
百
九
人
で
す
。

該
当
す
る
お
子
さ
ん
で
、
下
記
の

名
簿
に
漏
れ
て
い
た
り
、
病
気
や
そ

の
他
の
理
由
で
就
学
猶
予
の
申
請
を

す
る
方
、

二
月
一
日
以
降
に
転
入
し

た
方
で
、
子
続
き
を
済
ま
せ
て
い
な

い
方
は
、
重
信
町
教
育
委
員
会

・
教

務

課

(
宮
六
回

一
五

O
O
)
へ
ご

連
絡
下
さ
い
。

名
簿
は
平
成
二
年
二
月
一
日
現
在
、

生
年
月
日
順
で
す
。

(4) 

おめでとう
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生年-

北
吉
井
小
学
校

男

町

人

女

刊

人

渡

部

寿

法

西

山

泰

史

安

藤

祐

樹

近

藤

量

稔

長

櫓

陽

光

浅

山

悠

小

倉

由

嗣

都

築

周

平

山
一田

浩

正

福

田

知

日

宙

成

井

誠

司

村

上

優

也

水

田

浩

一

西

村

裕

貴

花

山

雅

一

高

須

賀

浩

太

松

本

直

樹

森

拓

也

丹
生

谷

具

広

李

瑛

山
口

洋
二

相

原

健

二

青

木

和

範

天

川

知

日

重

松

祐

介

佐

々

木

真

岩

川

正

幸

西

山

宗

裕

宇

都

宮

健

吾

川

端

修

平

渡

部

守

中

野

晃

清

谷

洋

平

石

川

大

介

中

村

研

太

小

川

翼

南

亜

野

美

曹

圭

渡

部

嘉

之

伊

藤

期

山

田

裕

喜

近

藤

剛

藤

原

敬

太

宮

田

恵

佑

金

淳

良

太

窪

田

明

久

北

保

広

道

和

田

武

人

最

上

真

伍

堀

口

清

輝

兵

頭

伸

哉

岡

本

優

二

岩

川

忠

大

喜

田

圭

輔

松

末

誠

司

松

本

健

佑

荒

川

巧

樹

滝

下

直

人

黒

河

孝

行

寺

本

宗

靖

藤

本

徹

阿

部

龍

哉

和

田

壮

平

橋

本

憲

治
126 
人

和
田
比
呂
志

大

西

健

央

伊

藤

徹

哉

林

由

美

子

菅
野
由
貴
子

笠

松

幸

恵

西

津

蘭

土
口
川
瑞
恵

山

本

佳

世

水
固
有
紀
子

渡

部

加

織

篠

森

友

紀

宮
倉
真
奈
美

近

藤

優

子

賓

坂

恵

子

大

六

琴

音

和
田
菜
都
子

酒

井

梓

都

鷹
尾
佐
樹
子

本

嶋

亜

矢

渡
部
明
日
香

崎
須
賀
美
耶

篠

原

千

英

藤

石

珠

美

前
固
な
つ
樹

西

美

代

子

石

山

愛

高

岡

彩

岸

本

和

子

渡

部

美

緒

吉

村

紀

子

野

口

総

高

橋

美

佳

日

野

温

子

戒
能
佐
智
子

佃

公

仁

子

土
屋
文
美
華

宮
固
な
つ
み

新

谷

愛

木

原

寛

子

中
島

由
佳

渡

部

香

織

大
束

三
紗

大

西

恵

渡
部

早
知日

森
川
恵
都
子

高

田

茜

鎌

田

豊

美

丹

生

谷

梢

一

色

美

奈

篠

崎

藍

池
川

真
衣

大

藤

有

美

藤

岡

由

起

越

智

史

香

青
木

千
尋

岩

本

梨

乃

古

田

文

子

武

智

綾

上

野

友

初

大
地
田
藍
子

赤

松

美

穂

南
吉
井
小
学
校

高米二木中和矢佐長光宮村生門相藤重相佃宮大池 i也高形金鶴的宮宮武山
田 田 宮 村川田葺伯野田本上田屋原岡松原 内北田川須上子崎場同岡智内

大 賀 健女男
夏二彰一 輝 和研克量義祐剛功良 宗 智啓正慎利 雅直 大太
樹郎信哉紀剛仁哉作也久則章史 二 行勝尭充厚裕介樹也章 F健大哉崇翼希郎 7280 

人人
永大重大牧大佐宮撫二堀高古東奥武山佃宮山寺客由長和松 八 j度小 池 酒 水
井 西信川 西野崎養神内須茂 平智野 脇之阪野井谷田崎木部川田井木

賀田 内啓川
謙康周敏宏 正駿達宣啓弘真和真博健和 圭卓一太一真 貴 真康雄
次太平志樹洋圭英次也典治正人人秀之治馬徹司也郎郎志路亮裕優悟秀太

152 
人

寺小菅永 玉 束 蟹 宮 品 束 平 大 大 岡束池大大安東仙波八束露森田熊 j度飯藤玉明上 武 高
田糸原田乃村江岡川 岡森西本村田北萩川 波部塚 口 村本部尾田井賀田智村
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子佳香美 香里彩代里子梓恵織紀美実来香嗣記朔雄重責輔展雄朗人矢剛亮也広行太

高

須

賀

香

大
北
美
也
子

山

口

真

希

新

立

真

理

日

野

玲

奈

三

好

真

由

奥

村

亜

也

辻

田

裕

美

大
宮

沙

織

山
首
摩
佑
子

越
知
由
紀
子

楠

本

浩

子

橘

未

都

安

部

未

来

友

近

裕

子

松
下
奈
緒
美

山

上

理

恵

竹

村

鈴

佳

塩

田

技

未

高
瀬
、
祥
子

泉

ア

ユ

西
村
沙
矢
香

時

岡

祥

恵

松

友

秋

美

塩

崎

直

子

佐

伯

奈

美

泉

岡

涼

子

{

子

古

同

古

川

越

智

千

晶

宮
脇
さ
や
か

城

戸

博

代

城

戸

雅

代

宇
都
宮
慶
美

横
田
さ
ゆ
り

合

田

友

紀

月

原

葉

月

豊

川

加

奈

大

西

初

美

石
原
麻
衣
子

岡

野

美

里

細
川
久
美
子

田
中

知
香

和

田

期

子

吉
田

早
希

本

田

恵

小

野

美

歌

高
須
賀
み
ゆ
き

石

川

祥

子

池

川

絵

美

中

矢

留

衣

中

矢

真

衣

二
宮

香

織

持

志

小

学

校

男

川
人

女
女
刊
人

丹
生
谷
彰
土
井
上

る
い

丹
生
谷
文
太
植
杉
早
希
子

丹
生
谷

一
輝

森

奈

津

門

田

武

志

森

加

世

子

竹

村

優

池

川

シ

ズ

カ

石

川

真

也

高

須

賀

理

恵

谷

松

真

也

越

智

さ

や

か

野
中

一
徳

森

祐

美

子

武

田

圭

介

大

森

か

す

み

井

上

康

雄

窪

田

尚

子

高
須
賀
晴
香

21 
人

上
林

小
学

校

塩西菅平森
見尾野岡

男

5
人

女

5
人

哲

郎

菅

能

美

紀

淳

菅

能

誠

子

佑
介
相
原
恵
美
子

友

信

菅

野

美

紀

弘

菅

崎

聖

子
10 
人

一一一病気見舞いのお返しを廃止 しましょう



同

和

教

育

い
ま中

学
校
で
は
(
そ
の
三
)

ぷ、

自
立
で
き
る
三
年
生
に

義
務
教
育
が
最
後
と
な
る
学
年
で
、

進
学
・
就
職
と
生
徒
に
と
っ
て
大
切

な
時
期
で
す
。

ま
た
、
こ
の
頃
の
年
齢
に
な
る
と

心
が
安
定
し
、
視
野
が
広
が
り
物
事

を
客
観
的
に
と
ら
え
、
自
己
を
見
つ

め
る
目
が
育
っ
て
き
ま
す
。
従
っ
て

反
面
、
進
学
や
就
職
、
友
達
や
自
分

の
立
場
な
ど
で
悩
み
が
多
く
な
り
、

心
を
閉
ざ
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る

の
で
す
。

そ
こ
で
、
生
徒
の
思
い
や
悩
み
を

解
消
し
て
い
く
た
め
に
、
一
人
一
人

の
人
権
を
尊
び
、
個
に
応
じ
た
進
路

の
保
障
に
努
め
て
い
る
の
で
す
。
こ

こ
で
い
う
進
路
の
保
障
と
は
、
単
な

る
進
学
や
就
職
の
世
話
を
す
る
と
い

う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
将
来
生

き
て
い
く
た
め
に
、
苦
難
を
乗
り
越

え
立
ち
向
か
っ
て
い
く
力
を
身
に
つ

け
さ
せ
、
自
己
の
能
力
を
最
大
限
に

発
揮
で
き
る
自
立
を
め
ざ
し
て
い
る

の
で
す
。

ま
た
、
学
級
担
任
と
生
徒
と
の
心

の
ふ
れ
合
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
人

間
関
係
を
深
め
、
「
学
校
に
来
て
よ

か
っ
た
」
と
言
、
え
る
学
級
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
い
る
の
で
す
。

(J) げし報広(5) 

そ
の
た
め
に
、
生
徒
と
の
人
間
関

係
を
保
ち
な
が
ら
、
生
徒
の
熱
い
思

い
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
教
職
員
集
団

、
つ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

一
方
、
社
会
科
公
民
的
分
野
の
内

容
を
学
習
さ
せ
て
い
く
中
で
、
家
庭

や
地
域
社
会
に
現
存
し
て
い
る
部
落

差
別
の
現
実
を
し
っ
か
り
と
ら
え
さ

せ
、
部
落
差
別
解
消
へ
の
実
践
力
を

身
に
つ
け
さ
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
己
の
内
部
に
潜
む
差
別

性
を
認
識
さ
せ
白
己
変
容
を
め
ざ
し

な
が
ら
、
友
達
へ
、
家
族
へ
、
近
隣

へ
、
憤
り
を
持
っ
て
差
別
を
な
く
そ

う
と
す
る
働
き
が
け
が
で
き
る
人
間

づ
く
り
に
も
努
め
て
い
る
の
で
す
。

つ
ま
り
、
差
別
を
許
し
、
差
別
を

見
の
が
し
、
差
別
を
助
長
す
る
行
為

は
、
人
間
と
し
て
最
低
の
行
為
で
あ

る
こ
と
を
身
に
つ
け
さ
せ
て
い
る
の

で
す
。
そ
し
て
、
社
会
に
出
た
時
に

こ
れ
ら
の
こ
と
を
決
し
て
行
わ
ず
、

決
し
て
許
さ
な
い
た
く
ま
し
い
心
豊

か
な
人
づ
く
り
教
育
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
で
す
。

人

4雀

⑪
 

人
権
作
文

「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」

重
信
中
学
校
二
年

村

上

か

よ

私
達
は
沢
山
の
人
々
の
中
で
生
活

し
て
い
ま
す
。
生
活
す
る
上
で
、
人

と
人
と
の
か
か
わ
り
あ
い
は
さ
け
て

通
れ
な
い
道
で
す
。

私
達
は
「
人
権
」
「
差
別
」
に
つ

い
て
小
学
校
、
中
学
校
と
沢
山
の
学

習
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
も

差
別
が
あ
る
の
か
、
と
思
う
ぐ
ら
い

こ
の
地
球
上
に
は
差
別
が
残
っ
て
い

る
こ
と
を
改
め
て
知
り
ま
し
た
。
ま

た
、
日
本
で
の
差
別
は
江
戸
時
代
の

身
分
制
度
か
ら
と
い
う
こ
と
も
学
び

ま
し
た
。
も
う
、
ず
っ
と
昔
の
身
分

制
度
に
よ
る
考
え
が
今
、
現
在
も
人

々
の
心
の
中
に
根
強
く
残
っ
て
い
る

の
で
す
。
な
ぜ
悪
い
も
の
ば
か
り
し

っ
か
り
地
に
根
を
は
り
残
っ
て
し
ま

う
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
現
に

口
で
は
、
「
差
別
に
反
対
」
な
ど
と

い
っ
て
も
態
度
が
ま
る
っ
き
り
反
対

の
人
も
少
な
く
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

あ
る
日
家
族
で
出
か
け
、
「
ア
パ
ー

ト
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
り
ま
し
た
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
扉
が
聞
い
て
私
の

目
に
は
い
っ
た
の
は
、
こ
っ
ち
を
見

て
不
快
そ
う
な
顔
を
し
た
女
の
人
で

し
た
。
私
の
父
は
交
通
事
故
に
会
い
、

車
い
す
に
乗
っ
て
い
る
の
で
す
。
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
る
と
、
ど
う
し
て

も
三
人
ぐ
ら
い
の
ス
ペ
ー
ス
は
と
っ

て
し
ま
う
の
で
乗
れ
な
い
人
も
い
て

本
当
に
悪
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
人

の
気
持
ち
を
考
え
な
い
態
度
を
と
る

な
ん
て
許
せ
ま
せ
ん
。
他
に
も
、
車

い
す
に
乗
っ
て
い
る
人
は
道
を
歩
い

て
い
る
人
か
ら
嫌
な
目
で
見
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。
「
も
し
、
自
分
が

そ
の
立
場
だ
っ
た
ら
」
と
い
う
こ
と

を
考
え
た
こ
と
は
な
い
の
か
と
思
い

ま
す
。
手
足
は
不
自
由
で
も
、
正
し

い
考
え
を
も
っ
て
い
る
人
を
私
は
尊

敬
し
て
い
ま
す
。
も
っ
と
自
分
の
行

動
、
考
え
方
を

一
つ

一
つ
真
剣
に
見

つ
め
直
す
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、
私
自
身

に
も
言
い
き
か
せ
て
い
ま
す
。

人
生
の
中
で
、
「
人
権
」
や
「
差

別
」
に
つ
い
て
い
っ
た
い
ど
れ
だ
け

の
人
が
真
剣
に
考
え
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。
今
、
社
会
は
文
明
が
す
す
む

に
つ
れ
て
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

の
温
か
さ
を
忘
れ
て
い
る
人
が
多
く

な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す。

一
流
の
学
校
、

一
流
の
会
社
、

エ
リ
ー
ト
コ

l
ス
が
い
っ
た
い
人
間

に
と
っ
て
ど
れ
だ
け
の
価
値
が
あ
る

と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
大
切
な
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
、
人
を
差
別
し

た
り
し
な
い
正
し
い
考
、
え
を
持
っ
て

い
る
人
の
方
が
、
何
倍
も
何
十
倍
も

人
間
ら
し
く
ま
っ
す
ぐ
に
生
き
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

私
達
は
、
平
和
な
時
代
に
生
ま
れ

ま
し
た
。
本
当
に
幸
せ
だ
と
思
い
ま

す
。
け
れ
ど
、
そ
の
幸
せ
に
あ
ま
え

て
い
て
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
差
別

は
な
く
な
り
は
し
ま
せ
ん
。
少
し
で

も
多
く
の
差
別
を
、
少
し
で
も
は
や

く
な
く
す
た
め
に
私
達
は
一
体
何
を

す
る
べ
き
か
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば

人
々
の
心
か
ら
差
別
の
根
を
取
り
の

ぞ
け
る
か
を
真
剣
に
考
え
る
べ
き
で

す
。
人
間
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
、

人
間
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
を

忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
同
じ
人
間
で
す
。
同
じ
地

球
上
で
生
き
て
い
る
の
で
す
。

一
人

一
人
に
「
人
権
」
が
あ
る
の
で
す
。

地
位
、
財
産
、
人
種
、
地
域
、
宗
教

の
ち
が
い
で
差
別
さ
れ
て
は
い
け
な

い
の
で
す
。

私
は
学
校
で
、
人
間
と
し
て
は
ず

か
し
く
な
い
考
え
を
身
に
つ
け
る
た

め
に
一
生
懸
命
学
習
し
て
い
ま
す
。

本
当
は
、
私
達
子
供
だ
け
で
な
く
大

人
や
老
人
に
も
「
差
別
」
の
正
し
い

知
識
を
学
ぶ
機
会
が
あ
れ
は
い
い
の

に
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
続
い
て
き

た
「
差
別
」
。
憲
法
で
も
定
め
ら
れ

て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
い
ろ
い

ろ
な
場
所
で
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
と

て
も
悲
し
い
こ
と
で
す
。
差
別
を
本

当
に
な
く
す
た
め
に
私
達
が
差
別
に

対
し
て
も
っ
と
積
極
的
に
学
習
し
、

差
別
を
な
く
す
努
力
を
お
し
ま
な
い

こ
と
が
大
切
で
す
。
や
っ
て
で
き
な

い
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
本
気

で
差
別
を
な
く
す
気
持
ち
が
大
切
な

の
で
す
。

一一一水を大切にしましょう一一一

毎週日曜日

9時30分一

重信川緑地公園テニ

ス場

会費月額1，000円

申し込み先(問い合わせ先)

社会教育課、桐野まで、

e64-1500 

テニス会員募集
日時

場所



(6) 

天
然
記
念
物
に

指
定
し
て
お
き
た
い

重
信
の
植
物

図
書
館
だ
よ
り

新

刊

案

内

豊
か
さ
と
は
何
か

(臨
時
峻
淑
子
)

新
釈
か
ら
だ
事
典
(
渡
辺
淳

一
)

1
9
9
0
'
S
世
界
は
こ
う
動
く

(
落
合
信
彦
)

図
書
館
で
は
、
図
書
の
予
約
や
リ

ク
エ
ス
ト
な
ど
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

ぷ、(J) 

よ

も

や

ま

話

~J し幸良

近
年
、
自
然
環
境
保
護
問
題
が
ク

ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
、
テ
レ
ビ
や

新
聞
で
度
々
お
め
に
か
か
り
ま
す
が
、

こ
れ
を
身
近
な
私
達
の
郷
土
の
こ
と

と
し
て
、
町
内
の
自
然
に
目
を
向
け

て
歩
い
て
み
ま
す
と
、
自
然
環
境
破

壊
の
手
が
す
ぐ
そ
こ
に
迫
っ
て
き
て

い
る
も
の
の
、
古
い
林
や
老
木
・
大

木
な
ど
昔
の
面
影
を
と
ど
め
て
い
る

も
の
が
少
な
く
な
い
の
に
気
付
き
ま

す。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
六
十

二
年
か
ら
六
十
三
年
に
か
け
て
町
文

化
財
保
護
審
議
委
員
や
大
学
の
植
物

専
門
の
先
生
方
に
調
査
を
お
願
い
し

た
結
果
、
「
尚
子
術
上
貴
重
で
重
信
の

広

自
然
を
記
念
す
る
も
の
」
と
し
て
、

し
ゃ
そ
う

四
件
の
単
木
と
三
件
の
社
叢
(
鎮
守

の
森
)
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
四
回
に
わ
た
り
、
こ
れ

ら
七
件
の
単
木
や
社
叢
に
つ
い
て
逐

次
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
、
上
村
伝
宗
寺
の
玉
糸
桜

(
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
)

。
所
在
地
上
村
伝
宗
寺
境
内

。
目
通
り
周
囲

一
七
三

叩

。
樹
高
一

O
m

。
枝
張
り
東
西

一一

m
、
南
北

一

一一一
m

。
樹
齢
約

二
二

O
年

こ
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
は
、
紅
を
き

し
た
よ
う
に
大
変
美
し
い
花
の
色
と

柳
の
よ
う
に
垂
れ
さ
が
っ
た
枝
に
花

が
瓦

1
六
個
ず
つ
固
ま
り
と
な
っ
て

咲
く
こ
と
か
ら
玉
糸
桜
の
名
前
が
つ

け
ら
れ
ま
し
た
。
開
花
期
は
、
四
月

初
旬
で
四
日
頃
か
ら
十
日
頃
ま
で
境

内
は
花
見
客
で
賑
わ
い
、
地
元
の
人

々
は
華
麗
な
花
の
下
で

一
日
を
満
喫

す
る
そ
う
で
す
。

こ
の
桜
は
、
約

一
三

O
年
前
伝
宗

寺
の
近
く
の
頼
朝
寺
(
現
在
は
廃
寺
)

と
い
っ
て
頼
朝
公
の
菩
提
寺
の
玄
関

か
く
し
の
桜
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、

そ
の
桜
の
苗
三
本
を
部
落
の
三
ヶ
所

に
移
植
し
ま
し
た
が
、

二
本
は
枯
死

し
、
こ
の
伝
宗
寺
の
桜
の
み
が
健
在

で
今
日
に
至
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

愛
媛
県
内
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
の
大

木
と
し
て
は
、
伊
予
三
島
市
久
保
ケ

市
、
松
山
市
石
子
、
久
万
町
露
峰
、

柳
谷
付
中
津
西
村
、
内
子
町
石
畳
束
、

城
川
町
土
居
、
広
見
町
岩
谷
な
ど
の

桜
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
非
常
に
数

が
少
な
く
県
内
で
も

一
O
本
に
も
満

た
ず
、
い
ず
れ
も
市
町
村
の
指
定
記

念
物
と
し
て
保
護
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
県
内
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
と
伝
宗

寺
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
を
、
木
の
大
き

さ
、
樹
齢
、
花
な
ど
か
ら
比
較
し
て

み
る
と
遜
色
は
な
く
、
ま
た
、
重
信

町
に
は
他
に
な
く
貴
重
な
桜
と
い
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
大

切
に
保
存
し
た
い
も
の
で
す
。

|

|
次
回
は
下
林
三
奈
良
神
社
の

ク
ヌ
ギ
と
西
岡
、
大
西
武
志
宅
の
ク

ロ
マ
ツ
(
臥
龍
の
松
)
に
つ
い
て
!
ー
ー

⑧ 
⑧ 
⑧ 
⑮ 

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の

方
か
ら
金
一
封
を
寄
付
下
さ
い
ま
し

た。
池

川

彰

三

高

橋

光

子

山

内

舜

郎

坂
本
て
る
み

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

田上牛見
ズヌ二
冴之、

窪林測良

せいねんだんだより 要請隼募集2
求む/新入団員 青年教室は、

元気のいい人/ 自分達で何かを作りたい/

H院をもてあましてる人/ もっと世間の事を知りたい/

とにかく誰でも、青年団に
色んな経験をしたい/

入って、青年しませんか?
そんなあなたの希望を、

主な活動は、
実現できる教室です。

. . . 
重信太鼓・スポーツ

18才-30才までのあなた/

キャンプ・奉仕活動etc- 今しかできないことしませんか?

青年団についてのお問い合わせは、
参加希望又は、

もっと詳しく知りたい方は、

ft64-1500 ft64-1500 
青年団事務局まで/

青年教室担当まで/

タバコは町内で買いましょう 一一ー



同

和

教

育

家
庭
で
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を

つ
け
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か

|
|

学
校
に
お
け
る
同
和
教
育
を

受
け
て
|

|

(
そ
の
ご

ぶ

。
同
じ
清
ら
か
な
水
で
あ
っ
て
も
、

牛
が
飲
む
と
乳
と
な
り
、
蛇
が
飲
む

と
毒
と
な
る
。
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
山
深
い
渓
谷
か
ら
わ
き
出
た

清
ら
か
な
水
を
等
分
し
て
、

一
方
は

牛
に
他
方
は
蛇
に
飲
ま
せ
た
ら
、
栄

養
た
っ
ぷ
り
の
牛
乳
と
毒
と
に
な
っ

て
出
て
く
る
の
で
す
。
即
ち
、
同
じ

も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
対
応
の
仕

方
に
よ

っ
て
全
く
逆
の
結
果
が
表
わ

れ
る
こ
と
を
い
っ
た
言
葉
で
し
ょ
う
。

現
在
の
子
供
た
ち
は
、
先
月
ま
で

連
続
掲
載
し
た
よ
う
に
、
人
間
尊
重

人
権
尊
重
の
教
育
を
受
け
、
腹

一
ば

い
清
ら
か
な
水
を
呑
ん
で
学
校
か
ら

帰
っ
て
来
ま
す
。
さ
て
、
そ
の
清
ら

か
な
水
を
、
ミ
ル
ク
に
す
る
か
、
毒

に
す
る
か
は
家
庭
の
対
応
の
在
り
方

に
か
か

っ
て
い
る
の
で
す
。

「
人
間
の
尊
厳
を
子
供
に
教
え
る

最
初
の
学
校
は
家
庭
で
あ
り
、
そ
の

た
め
の
生
き
た
教
科
書
は
親
で
あ
る
」

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
、

家
庭
で
な
け
れ
ば
、
親
で
な
け
れ
ば

で
き
な
い
同
和
教
育
が
あ
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
そ
の
基
本
は
、
「
自
分
も

他
人
も
大
切
に
す
る
子
供
」
を
育
て

の~-y し幸長広)
 

1
 

1
 
(
 

る
こ
と
で
あ
り
、
親
自
身
の
生
活
態

度
で
学
ば
せ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

「子
供
は
親
の
い
う
と
お
り
に
は

な
ら
ん
が
、
親
の
す
る
と
お
り
に
な

る
U

・
ま
た
、

J

二
つ
子
の
魂
百
ま
で
4

と
も
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
幼
児

期
や
少
年
期
に
、
周
囲
か
ら
与
え
ら

れ
た
考
え
方
や
、
価
値
感
は
そ
の
人

の

一
生
を
左
右
す
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
し
、
ま
た
、
二
度
、
身
に
つ
い

て
し
ま
っ
た
ら
、
な
か
な
か
拭
い
去

る
こ
と
は
難
し
い
の
で
す
。

と
に
か
く
、
同
和
問
題
に
つ
い
て

も
、
学
校
等
で
発
達
段
階
に
応
じ
て
、

系
統
的
に
学
び
正
し
く
理
解
し
つ
つ

あ
る
子
供
に
、
誤
り
や
偏
見
を
持
た

せ
な
い
よ
う
に
、
親
が
ま
ず
正
し
く

学
習
し
、
子
供
と
共
に
語
り
合
え
る

よ
う
に
な
り
た
い
も
の
で
す
。

次
回
で
は
、
さ
ら
に
具
体
的
に
、

今
後
、
ど
の
よ
う
な
姿
の
子
供
に
育

て
た
い
か
、
そ
れ
に
対
応
で
き
る
家

庭
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
記
載
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

婦人週間
4 月 1 0 日 ~16 日

震吾
心し、

霊鳥
室郵

書暑便
証へ葉
布書

L... 

郵
政
省
で
は
、
身
体
障
害
者
問
題

に
対
す
る
国
民
の
理
解
と
認
識
を
更

に
深
め
る
た
め
「
青
い
鳥
郵
便
葉
書
」

(
四
十
一
円
郵
便
葉
書
)
を
発
行
し

ま
す
。
こ
の
葉
書
は
、
郵
便
局
窓
口

で

一
般
に
販
売
す
る
ほ
か
、

重
度
身

体
障
害
者
(
一
級
・
二
級
)
で
申
し

出
ら
れ
た
方
に
、

一
人
二
十
枚
無
料

で
配
布
す
る
も
の
で
す
。

山

一
般
へ
の
販
売
期
限

六
月
三
十
日

ω重
度
障
害
者
へ
の
無
料
配
布
期
限

五
月
三
十

一
日

ω販
売
及
ぴ
申
し
出
先

郵
便
局

凶
そ
の
他

重
度
障
害
者
の
方
が
申
し
出
さ
れ

る
場
合
は
、
郵
便
局
窓
口
に
身
障
手

帳
を
提
示
し
、
所
定
の
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
郵
便
局
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

重
信
町
消
防
団
が

消
防
庁
長
官
表
彰
受
彰

重
信
町
消
防
団
が
、
消
防
庁
長
官

表
彰
・
表
彰
旗
を
受
彰
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
消
防
施
設
の
充
実
、
最
近

の
火
災
件
数
の
減
少
、
日
頃
の
訓
練

ぶ
り
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、

三
月

八
日
東
京
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
に
は

宮
倉
団
長
、
津
川
副
団
長
が
出
席
し

消
防
庁
長
官
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
員
の
日
頃
の
労
苦
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
町
民
の
み
な
さ
ん

一
人

一
人
が
火
災
の
な
い
明
る
い
町

と
な
る
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

南
吉
井
小
女
子
ソ
フ
卜

全
国
三
位

一 一おとなりにあげる安心火の始末一十一

南
吉
井
小
学
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
チ

l
ム
「
南
吉
井
ラ
イ
オ
ン
ズ
」

が
、
三
月
二
十
九
日
か
ら
宮
崎
県
で

行
わ
れ
た
第
四
回
全
日
本
小
学
生
選

抜
大
会
に
お
い
て
第
三
位
と
い
う
好

成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
全
国
の
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
十
九
チ
ー
ム
が
参
加
、
南
吉

井
ラ
イ
オ
ン
ズ
は
二
回
戦
滋
賀
県
、

三
回
戦
京
都
を
破
り
、
準
決
勝
で
は

埼
玉
県
に

一
点
差
で
敗
れ
ま
し
た
が
、

三
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
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重信町教育相談室

子 供 の 教 育 上 の 諸 問 題 や 悩 み ご と な ど に ついて

月 日 行 事 名 時 間 場 所 相談に応じる重信町教育相談室を開設しています。

22(日)-量当一信番可医民天蓮永勤山苔医院一一一γ松山市北梅本町 ft76-1788 気軽にご相談下さい。秘密は厳守します。

4 
23伺) 健康相談 25日附まで 各地区
26術 心配ごとキ目談 13:00-15:00 役場会議室

日時毎週水曜日みどりの日
月 日 相談員29(日)

当番医 家内医院 松 山 市 北 梅本灯台75-0091
月 13 :00-17 :00 

振替休日 ゴミ収集します。該当地区は出して下きい。

場 所 図 書 館 3階
18 大森 敬子

30伺) 犬買い上げは休みま寸。5月6日開)に連れて来て下さい。 4 
当番医 渡部内科 松 山 市 南 梅本町会75-2232

電話 64-3437 25 近藤 良イ吾
1仰 固定資産税第 1期納期限、国民年金保険料納期限

3b村
憲法記念日 ゴミ収集休みます。 7日明)に出して下さい。 方法電話でもよいし、 2 稲荷 韮E3-

主主番Iii 重信クリニック 志津川 ft64-1188 
国民の休日 ゴミ収集休みます。 8日0oに出して下さい。

直接来られでも 9 武智 道子
H封

当番医 八木耳鼻科皮フ科 牛沸j 含 64-5400 かまいません。
こどもの日 ゴミ収集休みます。 9日側に出して下さい。 5 16 林 トシ子

5 (士)
当番思辻井内科 田 窪 包 64-0013 子供からの電話

6 (日) 当番医 gg村医院 志j家JII ft64-2461 も受付けていま
23 池川 敏朗

7 (月) 健康相談 13:00-14:00 町民会館
30 池川 邦男

1歳 6ヶ月児健診 す。
9 ¥樹

S63年9月・ 10月生
13:30-14:30 11 

印刷 心配ごと・行政相談 l3 :00-15 :00 役場会議室

5 
婦人の疾病予防講座② 下牛回牛見横志牛南北下 住 出

11働 「手しがんと自己検診 13:30-15:30 町民会館 奈河原 津 野野 生
の方法について」 林沸l窪沸l良 川淵田田林 所 ，....、 P 

13(日) 当番医 直属石クリニック 志津川 まま64-1234 村竹 i部度杉本篠原桑原鴨田戒能部タ織田安井 森 保
お

籍ポリオ生ワクチン投与 め

①H元年7月-H2年l月生 健富土憲幹慶 哲孝豊 信 重 知
護 て。

150<) 
②H元年2月-H元年6月生

14:00-15:00 町民会館 者 と の三男 生生 二 正郎 吾幸男
つ ニ

及ぴ4歳未満の未投与者
麻 史隆正 晃章謙香尤刀百、二

出 )月

動17附
乳児 健 診

13:30-14:30 11 
陽光 j者 生 + 

H元年7月、H2年1月生 衣 彰 二 裕 史弘祐子 児 五
20(日) 当番E互 上!湾小児科松山市北梅本町 ft76-8000 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 

生年月
日 き

日本脳炎予防接種 届
22ω 

上林保・小、3歳以上の一般
14:00-14:30 上林小体育館 3 26 24 24 22 21 20 18 16 16 2 日 出

月
24術 心配ごと相談 13:00-15:00 役場会議室

25幽
3歳児健診

13:30-14:30 町民会館 西田上回見上横牛 住 死 牛北牛西
S 61年12月-S62年2月生

岡窪林窪奈良村原河 湖l
野

27(日) 当番医 西野医院 横河様 ft64 -2152 所 t 湖l回沸l岡
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